


交通案内

主催：富山県［立山博物館］

共催：北日本新聞社

後援：北日本放送、チューリップテレビ、富山テレビ放送、

　　　　　　　　　　　 、Net３

でも情報発信中！

○９月13日（土）、９月27日（土）、10月11日（土）、10月25日（土）　14：00～ 15：00

○11月２日（日）、11月３日（月・祝）　13：00～ 14：00

【電車の場合】

富山地方鉄道立山線「千垣駅」

下車後、徒歩約30分（約2km）
※月～土（祝日など除く）は町営バス運行

【車の場合】 

JR富山駅から約45分

富山地方鉄道「立山駅」から約15分

北陸自動車道「富山IC」から約35分

　　同　　「立山IC」から約30分

休館日：月曜日（９月15日、10月13日、11月３日は開館）、9月16日、9月24日、10月14日

会　場：富山県［立山博物館］展示館１階　企画展示室

令和７年度後期特別企画展

－『日本旅行案内』にみる立山－

英国から立山へ

　明治14年（1881）、駐日イギリス公使館の書記官だった

アーネスト・サトウとA・G・S・ホースは、自身らが旅した

日本の都市や山岳地域の情報をまとめ、外国人向けの日本旅

行ガイドブック『中部・北部日本旅行案内』を出版しました。

3版以降は編集者が代わり『日本旅行案内』と名前を変え、９

版（1913年）まで刊行されたこのガイドブックを片手に、多

くの外国人が日本各地を旅しました。

　立山は「ルート34　越中と飛騨」の中で紹介され、サトウ

を含むイギリス人たちが実際に立山を訪れた際の経験をもと

に、自然についての分析、順路や宿泊先、見どころが記載さ

れています。

　なぜイギリス人たちは日本の山岳地帯を訪れるようになっ

たのでしょうか？　立山に登って何を感じたのでしょうか？

ガイドブックの中で立山はどのように紹介されているので

しょうか？　本展は、これらを紐解きながら、外国と立山の

関係の黎明期を見つめ、イギリス人たちから見た立山を紹介

します。

見どころと主な展示資料

担当学芸員解説会

日本と英国第１章

第２章 立山へ訪れた英国人 >> 誰が？立山のどこへ？ 第３章 立山の歩き方 >> 英国のガイドブックにどう書かれた？

〈図版キャプション〉
❶The early mountaineers
　（信州大学附属図書館蔵）
❷滑稽欧亜外交地図
　（岐阜県図書館蔵）
❸The capital of the tycoon
　（横浜市中央図書館蔵）
❹W・ガウランド
　（独立行政法人造幣局提供）
❺W・G・ディクソン
（『旧工部大学校史料・同附録』より）
❻日本旅行案内（2版）
　（京都外国語大学付属図書館蔵）

英国人、日本へ >> なぜ日本へ来たの？２節西洋における山 >> どんな存在だった？１節

古代からルネサンス期までの登山をまとめた１冊。

ユニークな挿絵が盛りだくさん。

明治時代の国際関係を描いた地図。

風刺的な表現に注目。

富士山に初めて登った外国人が

書いた１冊。頂上で何をした？

立山へ訪れた 8人のイギリス人の足跡を紹介。 明治のガイドブックを現代風に再現。何が書かれているのだろう？

❶ ❷ ❸

背景：The Gallery of Geography（横浜開港資料館蔵）

❻❹ ❺


